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ionを機能形態学的に明らかにする た め ,･サ ル 茄 の 歩 行
運動の生戟構学的特性を調べた｡ 昭 和 51年 度 は 特 に ク モ
ザルに重点をおき,細線電極筋電 図 法 に よ り , こ れ ま で
記録できなかった深層筋や弱小 筋 の 歩 行 に お け る 活 動 様
式を分析した｡
2) ヒトのロコモーシ才ソに関 す る エ ネ ル ギ ー 代 謝 か ら
みた研究
兵 家 和 生
ヒトのロコモーシさソの問題 を と り あ げ , 定 常 歩 行 状
態を生理的適応状態とみなす立場から , エ ネ ル ギ ー 代 謝





























































報 告 そ の 他

















久保田 攻 ･松波 統一




























1) 久保田 放 (1976):訊遊動の皮質性制御｡'-顎運動と
そのメカニズム■一(東京医科歯科大学,歯学部顎 口
腔絶合研究施設荊).pp.公3-239.日本歯科評論社｡
2) 久保田 比 (1976):脳と行動への神歴科学的アプロ
ーチ｡●'感覚と行動の神経機構り(特定研究 ｢神経科
学｣総括班研究報告か4),pp.117-125,産業図否｡
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